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Ⅰ．対面授業における取り組み

　「造形表現」では、子ども達の「やってみた
い」という気持ちを受け入れ、勇気づけること
で「やってみよう」という気持ちを奮い立たせ、
作る楽しさを味わわせながら「またやってみた
い」という新たな意欲に繋げられるような指導
者を目指し、学生自らも制作者としての実体験
を積む事を大切にしている。これまで授業「造
形」では、概ね以下のような 3つのテーマを設
定し、学生一人一人が主体的に制作に取り組ん
できた。

1． 保育の導入の際に活用できる造形教材（図1）

2． 保育環境を彩りのある豊かなものにするよ
うな造形（図 2）

3． 手づくりによる物語教材の平面タイプ（図
3-1）と、立体タイプ（図 3-2）

　対面授業においては、テーマごとにグループ
としてまとまりながら、材料を手分けして収集
したり、集めた材料を共有したり、技術的な問
題を共に教え合うことで解決する事ができる。
また、学習者の周りに同じ目的をもつ学習者が
複数いるので、各人の制作進行具合や、工夫し
ている様子が自然と目に入ってくる。学習者本
人が無自覚であっても、他の学習者からお互い
に制作のヒントをもらったり、自身の制作方法
に確信を得たりしている様子が散見される。
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Ⅱ．同時双方向の遠隔授業での取り組み

　前述した対面授業とは異なり、同時双方向の
遠隔授業では、周りに同じ目的をもつ学習者が
物理的に存在しない環境で、学習者がパソコン
を通して教員と向き合う状況となる。こうした
状況では、ちょっとした事を確認したり、制作
のヒントをもらったりする事ができない。横に
友達や教員がいると、すぐに分かる事でも自分
一人で謎解きをしようとするから、時間がか
かってしまう。よって、学習者によって進行速
度が大きく違ってくる事が予想された。そこで
一つ一つの作業行程を明確にし、できるだけ簡
潔で平易な説明を心がけ、ステップ・バイ・ス
テップで一人一人の進行状況を確認しながら進
めていくようにした。また、使用する材料や道
具についても、家庭で入手できる材料について
イメージし、それらを活用してできるものを絞
り込みながら、授業内容（表 1）を立案した。

　同時双方向の遠隔授業では、Power Point を
使用して、授業の流れについて視覚的に理解し
やすい資料を制作した。PowerPoint の作成に
当たっては、文字による情報は最小限とし、で
きるだけ多くの画像取り入れる事によって、受
講者が視覚的かつ直感的に理解できるよう心掛
けた。また、静止画だけでは伝えきれない細か
な作業や間違いやすい箇所については、デジタ
ルカメラと三脚を使用して、制作工程や応用の
仕方などの動画（図 4）を撮影し、それを
Power Point に差し込むことで、より理解しや
すくなるよう工夫した。
　さらに、同時双方向の遠隔授業の際には、電
波状況の不具合や家庭環境の問題などから、受
講が思うようにならなかった学生に向け、
Power Point で制作した教材に音声解説を加え
た動画を制作した。そして、制作した動画は
YouTube にアップロードし、動画 URL を
WebClass 1）に掲載する事で、学生がいつでも

図 1　「導入で活用できる教材」 図 2　「保育環境を彩る教材」

図 3-1　「物語り教材 平面タイプ」 図 3-2　「物語り教材 立体タイプ」
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見直す事ができるようにした。YouTube の
URL は、データが端末には保存されないスト
リーミング方式で配信されるので、著作権侵害
などの問題防止となるが、WebClass にアップ
ロードする事で配信期間も限定し、更なる安全
性を高めた。

Ⅲ．授業アンケート結果から

　同時双方向の遠隔授業による造形の授業は、
受講者にとってどのようなものであったのか詳

しく知るために、第11回授業においてアンケー
ト調査を実施した。
「オンライン授業に関するアンケート調査」
（1）調査期間　2020 年 7 月 31 日（金）～ 8 月

7 日（金）
（2）調査対象　「造形」2）　受講生 42 名
（3）調査方法　学生がWebClass からアンケー

ト用紙をダウンロードして記入し、アップ
ロードする

（4）回収状況　ダウンロード 42 名中、回答数
42 名（回収率 100％）

（5）質問項目
①「同時双方向の遠隔実技授業は受講しやす
かったですか」
②「同時双方向の遠隔授業において、説明は分
かりやすかったですか」
③「オンデマンドの動画資料は活用しましたか」
④「同時双方向の遠隔授業では、自分のペース
で取り組む事ができましたか」

表 1．「同時双方向の遠隔授業における授業内容と準備するもの」

回数 内容 準備するもの 回数 内容 準備するもの

1
授業についての説明 新聞紙、折り紙、ネームペ

ン、のり 7
平面と立体でつくろう スチレントレイ、カッター

ビリビリ人の世界 トレイパズル 顔料マーカー、クレヨン

2
不思議な絵を描こう 画用紙、水彩絵具、毛糸

8
スタンプしてみよう オクラ、ジャガイモ、玉ね

ぎ、ニンジン

合わせ絵とひも絵 スタンピング スチレントレイ、水彩絵の
具、ガーゼ、紙

3
折って切って開く絵 折り紙、はさみ

9
紙コップであそぼう 紙コップ、ポリ袋、セロ

テープ
切り絵 紙コップロケット 油性ペン

4
繋がる人と模様 折り紙、はさみ

10
段ボールで彩ろう 段ボール、アクリル絵の

具、刷毛
連結人形と連結模様 平面装飾、立体装飾 カッター、はさみ、のり

5
折り紙の不思議 画用紙、はさみ

11
牛乳パックでつくろう 牛乳パック、油性ペン、顔

料マーカー
不思議カード ２つのパペット制作

6
言葉がけを考えよう 作品データ

12
言葉がけを考えよう 作品データ

相互鑑賞 鑑賞シート 相互鑑賞 鑑賞シート

図 4　「作品撮影の様子」
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⑤「同時双方向の遠隔授業では、各回のねらい
がわかりやすかったですか」

⑥「同時双方向の遠隔授業では、課題を提出し
やすかったですか」

　①「同時双方向の遠隔実技授業は受講しやす
かったですか」という質問に対しては、「そう
思う」「ややそう思う」と肯定的だった受講生
が 57％で、「あまり思わない」とした受講生が
19％、「どちらでもない」とした受講生が 24％
であった（図 5）。
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図 5　 「同時双方向の遠隔実技授業は受講し
やすかった」

　肯定的だった受講生の理由は、「自分の部屋
でリラックスしてできた」「（課題が）家ででき
る範囲のものであったため」「自分の道具を使
う事ができた」「家にある道具でも、思い出に
残るものができたため」「自分のペースででき
た」「移動時間がなく、時間を気にせずできて
良かった」「（自分が）納得がいったら提出でき
るのが良かった」「P.P が事前にアップされて
いたので、イメージしやすかった」「（オンライ
ン中も）動画や P.P を併用して分かりやすかっ
た」「ブレイクアウトセッションで質問しやす

かったから」「授業は分かりやすく、ブレイク
アウトセッションも楽しかったから」「対面と
同じくらい説明が分かりやすかったため」「現
場に出る前の予行練習だと思い、学ぶことがで
きた」「分からない時、（先生や友達に）すぐに
質問できるのが良かった」「これまであまり話
さなかった人とも交流できました」等であっ
た。これに対し、「あまり思わない」とした理
由は、「造形（実技）の授業は対面式の方が分
かりやすいと思うから」「事前に材料を揃える
のが大変でした」「机にパソコンを置くと作業
スペースが限られて難しかった」「質問や話し
合いがすぐにできないため」「部屋で絵の具を
使うのは厳しい」「乾かしたり保管するスペー
ス確保が大変だった」「対面式の方が友達同士
でアドバイスし合えたり、進み具合を確かめ合
えます」「造形室の方がより良いものを作る事
ができたと思います」「通信状況が悪い時があ
りました」「隣に誰かいて欲しかった」等であっ
た。

　②「同時双方向の遠隔授業において説明は分
かりやすかったですか」という質問に対しては
「そう思う」「ややそう思う」と肯定的だった受
講生が 93％で、「あまり思わない」とした受講
生が 2％だった（図 6）。
　肯定的な受講生の理由は、「動画や P.P を何
回も見直すことができた」「授業終了後も見な
がら制作できた」「制作の説明の中に体験も含
めて話があったから」「教室で聞くよりも、手
元が良く見えた」「ブレイクアウトセッション
の際に、先生や TAの方がこまめに回ってき
てくれて分かりやすかったから」等であった。
これに対し、「あまり思わない」とした理由は
「実際の説明を受けた方が、更なる理解に繋が
るから」「仕組みが複雑なものは触ったりして
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確認したかった」「（立体作品は）いろいろな角
度から見たかった」等であった。

　③「オンデマンドの動画資料は活用しました
か」という質問に対して「そう思う」「ややそ
う思う」という肯定的だった受講生は 50％で、
「あまりそう思わない」「全く思わない」という
否定的だった受講生は 24％だった（図 7）。
　肯定的だった受講生の理由としては「不具合
は無かったが、（自分が後で）分からなくなっ
た時に見た」「電波が悪い時に動画やパワーポ
イントを使った」「授業後に動画を見返して作
り方を確認できた」「より詳しく知りたいとこ
ろを見るのに活用した」「予定があって欠席し
た時でも動画を見て課題を提出できた」等で
あった。これに対し否定的な理由としては「動
画を見る必要がなかった」「活用していない」
「利用する機会がなかった」「みんなと話し合っ
て解決した」等であった。

　④「同時双方向の遠隔授業では自分のペース
で取り組む事ができましたか」という質問に対

しては「そう思う」「ややそう思う」と肯定的
だった受講生は 98％で、「どちらでもない」が
2％だった（図 8）。
　肯定的だった理由は、「授業中に終わらなく
ても好きなだけ制作できたから」「周りのス
ピードを気にせず作業できたから」「様子を見
ながら充分に時間を取ってくれたので焦らずで
きた」「私たちのペースを見ながら進めてくれ
た」「説明を受けてからカメラを切り、自分の
ペースでできた」「ブレイクアウトセッション
で相談しながらできたので良かった」「制作に
かかる時間を聞いてくれたので良かった」「自
分の部屋だと落ち着いて取り組む事ができた」
「家にある材料だったので準備に時間をかけな
くて済んだ」「机や床を使って作業ができた」
「教室だと後片付けや教室移動に時間がかって
焦ったが、家だと自分のペースでできたため」
「授業後でも自分が納得するまで時間をかける
ことができたから」「得意なものと苦手なもの
があったが、凝りたいものには時間をかける事
ができた」「締め切りまで時間の余裕があった」
「対面の時と違って、持ち帰る手間がなかった」
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4やや思う
5そう思う

図 7　「オンデマンドの動画資料を活用した」
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図 6　 「同時双方向の遠隔授業において説明は
分かりやすかった」
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「皆の作品を見ていないのでオリジナルのもの
ができやすかった」等であった。
　これに対し、否定的な理由としては「次の作
業に移る際に、1 度片づけなければならなかっ
たため」「対面の時よりも作業時間が短かった
ので焦った」「皆の作品を見ていないので不安
だった」等だった。

　⑤「同時双方向の遠隔授業では、ねらいが分
かりやすかったですか」という質問に対して
「そう思う」「ややそう思う」と肯定的だった学
生は 91％で、「あまり思わない」とした受講生
は 2％であった（図 9）。
　肯定的な受講生の理由は、「パワーポイント
で（ねらいについて）いつでも見ることができ
たし、自由に作れて子ども達の気持ちが分かっ
たから」「パワーポイントや動画で説明があっ
たのでよかった」「ねらいごとにスライドが
あってわかりやすかったです」「毎回、文字で
見られたので分かりやすかった」「授業のパワ
ポは要点がまとまっていて分かりやすかったで
す」「どんなねらいがあってやっているのかが

はっきりしていた」「先生が課題に取り組む前
に説明して下さり、それを実際に体験して感じ
る事ができたため理解しやすかった」「授業内
容の後に説明があったので分かりやすかった」
「家にある身近なものを使う事を制作を通して
理解できました」「対面の時と変わらず理解し
やすかった」「目的がはっきりしていて分かり
やすかったです」「家の中でもできるという分
かりやすいテーマでしたし、作るものもシンプ
ルかつ子どもの発達につながるものばかりでし
た」「子どもが遊ぶ時にどうかという話し合い
ができていたので、子どものためのおもちゃを
作っていると理解できた」等であった。「あま
りそう思わない」とした理由は、「何となくな
ら理解している程度なので」「特に意識してい
なかった」「対面の時と変わらないと思った」
等だった。

　⑥「同時双方向の遠隔授業では、課題を提出
しやすかったですか」という質問に対して「そ
う思う」「ややそう思う」と肯定的だった受講
生は 83％で、「あまりそう思わない」とした受
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図 8　 「同時双方向の遠隔授業では自分のペー
スで取り組む事ができた」
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図 9　 「同時双方向の遠隔授業では、ねらいが
分かりやすかった」
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講生は 7％であった（図 10）。
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図 10　 「同時双方向の遠隔授業では課題を提出
しやすかった」

　造形制作の場合、課題は画像データによるの
で、提出先をTCUストレージ 3）に設定した。
これは、本学の ICT 担当者と相談した上での
試みだったが、その理由は2つあって、1つは、
画像データは文字と比較した場合、情報量がは
るかに多いので、WebClass における容量オー
バーを回避する為である。もう1つは、画像デー
タを課題ごとに整理した上で一覧表にする為で
ある。
　この設定に対し肯定的だった理由は、「TCU
ストレージは初めて使うサイトだったので、最
初は戸惑ったが慣れれば簡単だった」「TCUス
トレージの使い方を覚えた」「直接のほうが楽
だけど、難しい作業ではなかったから」「携帯
で写真を撮って、アップロードするだけで簡単
にできたから」「毎回、（TCUストレージの）
URL を送ってくださり、やりやすかった」「写
真で提出なので、自分のアピールしたいところ
を見せられて良いと思いました」「写真の撮り
方のセンスも試されている気がして、いつもよ

りは大変でしたが、配色や光の射し方を考える
良い機会になって勉強になりました」「背景や
撮り方までが作品になり面白かったです」等
で、少し論点がずれているが「（立体作品は）
写真を撮った面でしか見る事ができないのが残
念だったけれど、鑑賞の時間に他の人の作品も
見る事ができてよかった」という理由もあっ
た。「あまりそう思わない」とした理由は、
「iPad で受講していたので、（TCUストレージ
に直接アクセスする事ができず）一度パソコン
を開く必要があり、大変だった」「携帯で写真
を撮って、パソコンに送ってからでないと提出
できなかったので」「画像をファイルに直さな
いといけないことが少し面倒だった」「Web-
Class だと普段から使い慣れていて、ログイン
をするだけで提出できるため、そちらの方がや
りやすいと感じた」「（課題を）出し直しできる
環境の方が良かったと思ったから」「通信状況
が不安定だった時の分がちゃんと送れているか
心配」「本物を出した方が楽」等であった。

　同時双方向の遠隔授業を通して利点と感じた
のは、WebClass に掲載された PowerPoint を
通して、受講者が前もってどのような内容の授
業なのか把握できる事と、授業後いつでも授業
内容を見直せる点である。特に実技系の授業で
は、授業開始前に完成作品や制作行程のイメー
ジを把握できる事により、何をどれだけ準備す
れば良いか、受講生によってペース配分はどう
したら良いか計画しやすくなる。次に、対面式
の授業では、学生は授業終了と同時に制作を終
了し、作品、材料、道具を片付け、次の授業に
移動しなければならないが、同時双方向の遠隔
授業においては、そのような移動の必要がない
ので、制作途中の状態を維持することができ
る。時間割によっては、授業後も制作を継続す
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ることが可能で、学生によっては、自身が納得
するまで半日かけて制作に打ち込むことができ
たようである。また、一人きりの空間で作品と
相対する事により、誰にも邪魔されず、周りか
らの影響を受けることなく、集中して取り組む
事ができたという回答も得られた。つまりそれ
は、時間と空間の制約から解き放たれることで
ある。それとは逆に、自宅では一人の空間を確
保する事ができず、背後に家族の生活を背負い
ながら、また妹や弟の干渉を受けながら制作に
取り組んでいる学生もいたようである。しか
し、そのような中にあっても、妹と一緒に受講
して妹の分まで作品を提出した兵もいた。
　同時双方向の遠隔授業において、効果的だっ
たのは作品の相互鑑賞である。作品全てが写真
データとして提出されるため、どのような作品
であってもすぐに提示することができる。そし
て、そのデータを受講生全員と共有できる為、
画像データを見ながら、制作者の説明を聞いた
り、質問し合ったり、コンセプトについて聞い
たりすることができた。対面式授業において
は、同時双方向の遠隔授業ほどスピーディーに
作品を提示したり、一つ一つの作品を拡大して
観せたりする事は不可能であるし、受講生の作
品に対する思いやコンセプトについて、一人一
人と対話しながら、丁寧に擦り合わせることは
困難である。
　また、今回の相互鑑賞においては、「自己作
品のアピール」と一緒に「受講者作品から 3つ
選出して、それぞれの作品の良さについて言葉
で説明」する事を課題とした。提出方法は
WebClass にアップロードしたWord による課
題をダウンロードし、入力後再びアップロード
する事とした。この方法により、対面授業の時
よりもコメント数が増えた。
　オンデマンドによる動画配信は、電波の受信

状況や家庭環境によって、受講しづらかった学
生に対する救済措置として想定したものであっ
た。しかし、今回実施したアンケート調査によ
れば、「スピードが早くてついていけなかった
り、難しかったりしたところは何度も見直すこ
とができて良かった」という回答が複数見られ
た。
　対面式授業においては、周囲にいる受講生が
制作する様子は、自然と目の端に入り込んでく
る。しかし、同時双方向の遠隔授業では、他の
人がどのようにして制作しているか、制作の過
程を覗き見ることはできない。学生同士の相互
作用が全く生じない中で、自分の取り組んでい
ることが的外れでないか心細い気持ちでいる受
講生も少なくなかったようである。そして、相
互鑑賞の時間になった時、「人の作品を観て、
自分の作品が間違っていないと安心した」とい
うコメントや、「他の人がどのようなものを
作っていたのかが分かって勉強になった」、「自
分では考えつかないようなアイデアに感心し
た」等、期待した以上の教育効果が得られた。

Ⅳ．考察

　アンケート結果から、今回のようなパソコン
画面越しの授業展開も、学生にとっては適応で
きる範囲内であったと推測される。ただしそれ
は、昨年度までの対面授業におけるによる授業
展開が、受講生の経験の根底にあったからとい
う可能性が大きい。対面授業の際には、グルー
プで活動する中で互いに得意な所を伸ばし、不
得意な所を補い合う様子が頻繁に見られ、そこ
から主体的で深い学び合いへと繋がっていた。
同時双方向の遠隔授業では残念ながら、そうし
た教え合い学び合いが随所で展開されるという
状態にまでは至らなかったと思う。こうした展



─ 63 ─

開を活発にするためには、ブレイクアウトルー
ムをもっと効果的に活用できるような仕組みづ
くりが、今後の課題であると考える。
　受講しやすさという点においては、自分の部
屋で一人制作できる環境にある受講生にとって
は、リラックスした状態で取り組める利点が
あったようであるが、家族が背後にいる状況で
受講した学生にとっては、環境的制約や心理的
制約が大きかったようである。加えて、電波状
況にも左右された様子で、動画データ配信を頼
りに制作を進めた受講生もいれば、動画データ
は分からなくなった時に活用した受講生もお
り、全く活用しなかった受講生もいたようで、
学習環境の違いによって有利不利が生じている
のも問題である。
　質問しやすさに関して、ブレイクアウトセッ
ションを活用し、なるべく教員側から声をかけ
るよう努力した結果、その成果が現れたようで
ある。しかし、教員がルームに回って来ない限
り質問できなかったという回答もあったので、
この点も今後の課題としたい。
　課題提出を作品の写真データで提出する事に
関しては、受講者がアピールしたい作品部分を
意識して撮影したり、写真データに制作過程の
コメントを加えて提出したりできた。作品の撮
影においても、配色や光の射し方など工夫する
余地ができ、自分なりに研究した受講生もいた
ようである。このように、自分が制作した作品
のコンセプトについて見つめ直し、鑑賞者に対
して明確に伝えようとする力も、オンラインに
よって伸びた能力と言える。加えて、作品鑑賞
における自己アピールや他者の作品についての
コメント数は、対面型授業の時と比較すると大
幅に増えた。その理由については、「作品を何
度も見返すことができた」「観る度に気付くこ
とが多かった」「自分の生活スタイルに合わせ

て記入する時間ができた」等が挙がっている。
つまり、これまでの一斉に鑑賞して終わりとい
う一過性のスタイルではなく、自分が観たい時
に観たい作品を観て、コメントしたい時にコメ
ントできる、あるいはし直すという、継続的で
反復可能なスタイルが、作品鑑賞に向いている
からだと気づくことができた。これに伴い、作
品の良さを発見し誉める言葉の数も多くなった
ので、作品について説明力も向上したと考えら
れる。この能力は、保育士・幼稚園教諭になっ
た際に必要となる重要な資質のひとつである。
　後期は、1 年生が初めて「造形表現」に取り
組む事になり、同時双方向の遠隔授業受講者と
対面による授業受講者が同時に存在するハイブ
リット型授業がスタートする。それぞれの受講
生について、学びのスタイルを比較・分析する
事によって、更なる授業改善に結びつけていき
たい。

註
1） WebClass とは本学で使用している授業支援シス
テムである。授業で使用する資料の掲載および公
開、課題作成および採点、出席及び成績管理、メッ
セージ機能がある。

2） 「造形」は、1 年次で必修科目「保育内容の理解
と方法（造形表現）」を受講した学生が、2 年次
で選択する科目である。尚、1 年次においては受
講者全員が対面での授業を経験済みである。

3） 「TCUストレージ」は、本学の情報基盤センター
内ポータルサイトに設定されたフォルダ格納庫で
ある。画像や動画など情報量の多いデータを、タ
イムラグの無い状態でアップロードおよびダウン
ロードする機能を持つシステムである。


